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本
年
度
よ
り
赤
澤
前
会
長
の
後
任
と
し

て
岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
の
会
長
の
大

役
を
お
受
け
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
感
染
流
行
か
ら
2
年
半
子
ど
も

会
活
動
は
自
粛
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

間
、
子
ど
も
会
会
員
の
減
少
に
も
な
り
ま
し

た
。 今

尚
、
感
染
は
続
い
て
い
ま
す
が
明
る
い

兆
し
も
見
え
て
き
て
い
ま
す
。 

本
年
度
は
県
子
連
事
業
も
徐
々
に
開
催

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
子
連

最
大
事
業
の
ミ
ス
テ
リ
ー
列
車
は
開
催
し

て
い
き
た
い
と
思
い
準
備
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
計
画
を
練
っ
て
き
ま
し
た
が
、
日
本

交
通
と
の
手
配
の
準
備
等
で
今
年
度
も
残

念
な
が
ら
中
止
と
決
め
ま
し
た
。 

色
々
と
課
題
も
あ
り
ま
す
が
事
務
局
、
副

会
長
共
々
頑
張
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
子
ど
も

達
に
は
無
限
の
力
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
会

へ
加
入
し
て
頂
い
て
い
る
会
員
皆
様
と
共

に
楽
し
い
子
ど
も
会
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
も
ど
し
ど
し
意
見
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。
出
来
る
こ
と
、
出
来
な
い
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
会
員
皆
様
の

意
見
を
も
と
め
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。 

そ
し
て
赤
澤
前
会
長
に
は
12
年
間
県
子 

連
を
引
っ
張
っ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
も

顧
問
・
特
任
と
し
て
後
々
ご
鞭
撻
な
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
私
は
新
会
長
と
し
て

自
問
自
答
し
な
が
ら
、
役
員
と
一
緒
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
の
で
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

ね
が
い
し
ま
す
。 

             

    

令
和
4
年
度
4
月
15
日
き
ら
め
き
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、
担
当
者
会
議
が
あ
り
ま
し
た
。 

1.
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
に
つ
い
て 

・ 

「
全
国
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
」
の
制

度
と
現
状 

・ 

令
和
3
年
度
共
済
会
利
用
状
況 

・ 

県
子
連
に
お
け
る
現
状
の
問
題
点
等 

・ 

県
子
連
令
和
3
年
度
事
業
報
告 

・ 

県
子
連
令
和
4
年
度
事
業
計
画 

2.
そ
の
他 

・ 

表
彰
申
請 

・ 

ミ
ス
テ
リ
ー
列
車
に
つ
い
て 

・ 

子
ど
も
大
会
参
加
の
お
願
い 

 
 

 

 

令
和
4
年
6
月
19
日
き
ら
め
き

プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、 

岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
副
会
長 

北
川 

歳
昭 

様 

 

                  

岡
山
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
課
長 

滝
澤 

幸
隆 

様 

岡
山
県
議
会
議
員 

蓮
岡 

靖
之 

様 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
禍
の
子
ど
も
会
活
動 

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会 

会
長 

浅
原
耕
一 

令
和
4
年
度 

市
町
子
連
事
務
担
当
者
会
議 

第
51
回
岡
山
県
子
ど
も
大
会
（
表
彰
式
） 

 
 
 
 

令
和
4
年
度
定
期
総
会 

開
催 
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の
御
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、
第
51
回
（
令
和

4
年
度
）
子
ど
も
大
会
（
表
彰
式
）
・
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
赤
澤
会
長
の
挨

拶
の
後
、
長
年
の
活
動
を
讃
え
て
団
体
・
個

人
の
み
な
さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。 

全
子
連
中
央
会
議(

東
京
大
会)

が
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
に
な
り
2
月
21
日
岡
山
県
庁
に

お
い
て
吉
田
清
二
監
査
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
賞
状
の
授
与
を
当
総
会
に
て
執
り

行
い
ま
し
た
。 

        

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
会
長 

(

公
社)

岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長

表
彰 

子
ど
も
会 

コ
ス
モ
ス
子
ど
も
会 
 
 
 

（
倉
敷
市
） 

浜
県
営
子
ど
も
会 

 
 
 
 

（
倉
敷
市
） 

江
長
子
ど
も
会 

 
 
 
 
 

（
倉
敷
市
） 

 

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
会
長
感
謝
状 

子
ど
も
会
育
成
指
導
者
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー 

原
田
人
司 

 
 

 
 

 
 

（
倉
敷
市
） 

前
田
秀
樹 

 
 

 
 

 
 

（
倉
敷
市
） 

小
野
孝
美 

 
 

 
 

 
 

（
倉
敷
市
） 

三
宅
由
子 

 
 

 
 

 
 

（
倉
敷
市
） 

三
宅
桜
空(

J)
 
 
 
 
 

（
倉
敷
市
） 

  

                      

                             

                             



（4）                        おかやまの子ども会              第 84 号 

 

そ
の
後
、
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和

3
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、

令
和
4
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
お
よ
び
活

動
方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

   
 

      

        

        

   

JL
育
成
部 

 
 
 
 

部
長 

 

岡
田
進 

 
 
 
 

部
員 

 

影
山
忠
孝 

 
 
 
 

〃 
 
 

三
宅
由
子 

 
 
 
 

〃 
 
 

樋
口
陽
子 

 
 
 
 

〃 
 
 

安
原
茂
樹 

 
 
 
 

〃 
 
 

山
口
省
吾 

 
 
 
 

〃 
 
 

浅
原
義
大 

 
 
 
 

〃 
 
 

荒
尾
さ
よ
子 

 
 
 
 

S
代
表 

片
田
直
和 

 
 

 

安
全
・
研
修
部 

 
 
 
 

部
長 

 

西
田
洋
文 

 
 
 
 

副
部
長 

吉
田
清
二 

 
 
 
 

部
員 

 

梶
原
仁 

 
 
 
 

〃 
 
 

小
野
孝
美 

 
 
 
 

〃 
 
 

西
井
聡
子 

 

〃 
 
 

藤
野
茂 

 
 
 
 

〃 
 
 

神
崎
仁 

 

〃 
 
 

山
下
恵
美 

 
 
 
 

〃 
 
 

長
谷
茂 

 

広
報
部
員
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
て 

   
 

1
月
22
日
（
日
） 

12
月
9
日
（
金
） 

12
月
18
日
（
日
） 

12
月
3
・
4
日
（
土
・
日
） 

11
月
12
・
13
日
（
土
・
日
） 

10
月
29
・
30
日
（
土
・
日
） 

10
月(

未
定) 

10
月
1
日(

土) 

9
月
4
～
5
日
（
土
・
日
） 

8
月
5
～
7
日
（
金
・
土
・

日
） 

7
月
16
・
17
日
（
土
・
日
） 

 

6
月
19
日
（
日
） 

6
月
18
日
（
土
） 

6
月
10
日
（
金
） 

5
月
27
日
（
金
） 

4
月
15
日
（
金
） 

4
月
12
日
（
火
） 

 

日 

時 

中
四
地
区
推
進
研
究
会 

安
全
啓
発(

初
級
講
習
会) 

県
子
連
理
事
会
Ⅱ 

県
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
Ⅱ 

第
49
回
中
・
四
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会 

第
52
回
中
・
四
育
成
研
究
大
会 

第
55
回
全
子
連
中
央
会
議 

岡
山
県
子
ど
も
大
会 

 

Ｋ
Ｙ
Ｔ
登
山 

桃
太
郎
ミ
ス
テ
リ
ー
列
車

2022
中
止 

中
・
四
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会(
延
期) 

県
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
Ⅰ 

岡
山
県
子
連
定
期
総
会
・
51
回
子
ど
も
大
会 

中
四
国
地
区
第
1
回
理
事
会 

全
子
連
総
会 

県
子
連
理
事
会
Ⅰ 

県
子
連
事
務
担
当
者
会 

中
四
国(

全
国)

事
務
担
当
者
会
議 

行 

事 

名 

 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

岡
山
県 

松
山
市 

長
野
県
長
野
市 

美
作
市 

朝
鍋
鷲
ヶ
山 

島
根
県 

岡
山
県 

倉
敷
市 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

東
京 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

岡
山
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ 

開 

催 

地 

令
和
4
年
度
専
門
部
部
員

名 
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7
月
16
・
17
日
、
倉
敷
市
自
然
の
家
に
て
、

県
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
Ⅰ
を
香
川

県
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
交
流
を
し
て
、

合
同
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
の
準
備
を
し
、

薪
の
積
み
方
や
火
の
付
け
方
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。 

                    

      

 

翌
日
、

SDGs
に
つ
い
て
座
学
を
し
ま
し
た
。 

 

                

最
後
に
、
12
月
3
・
4
日
の
第
49
回
中

四
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
再
開
を

誓
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。 

   

コ
ロ
ナ
禍
で
延
び
て
い
た
第
50
回
岡
山

県
子
ど
も
大
会
が
令
和
3
年
12
月
19
日
、

高
梁
市
備
中
松
山
城
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

                  

 

   

           

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康
を
育
み
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
50
回
岡
山

県
子
ど
も
大
会(

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会

主
催)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
高
梁

市
子
ど
も
会
連
合
会
の
会
員
と
そ
の
保
護

者
な
ど
44
人
が
参
加
し
、
備
中
松
山
城
の
見

学
や
絵
手
紙
の
作
成
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
体
験
。
子
ど
も
た
ち
は
他
の
参
加
者
と

交
流
す
る
う
ち
に
次
第
に
打
ち
解
け
、
明
る

い
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

(

西
田
洋
文) 

       

県
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
Ⅰ 

開
催 

 

第
50
回
岡
山
県
子
ど
も
大
会 

 

令和 4 年は美作市で

開催だわニャン。 
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秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
10
月
1
日
、
予
定

し
て
い
た
朝
鍋
鷲
ヶ
山(
1074

m)

の
登
山
だ

っ
た
が
昨
年
の
台
風
16
号
の
雨
で
登
山
道

が
崩
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
急
遽
三
平
山

(

ミ
ヒ
ラ
ヤ
マ

1010

m)

と
変
更
し
ま
し
た
。 

朝
8
時
半
、
蒜
山
イ
ン
タ
ー
を
下
り
て
道

の
駅
駐
車
場
に
て
、 

        

前
赤
澤
会
長
か
ら
ル
ー
ト
の
変
更
お
よ

び
諸
注
意
を
受
け
て
、 

        

車
で
登
山
口
に
行
く
と
す
で
に
、 

           
数
台
の
登
山
者
の
車
が
来
て
い
た
。
天
候

も
よ
か
っ
た
の
で
き
っ
と
今
ま
で
、
コ
ロ
ナ

コ
ロ
ナ
で
何
も
出
来
な
か
っ
た
の
で
外
出

し
た
の
か
な
?
な
ん
と
か 

           

空
き
地
の
ス
ペ
ー
ス
に
車
を
止
め
て
、 

 

             

9
時
2
分
、
い
ざ
出
発
。 

舗
装
さ
れ
た
林
道
を
少
し
歩
い
て
い
よ

い
よ
登
山
口
に
、 

            

よ
く
整
備
さ
れ
た
登
山
道
を
つ
づ
ら
折

り
に
登
る
。
途
中
休
憩
し
て
、 

             

赤
澤
氏
の
「
こ
の
先
道
は
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、
杉
林
が
な
く
な
っ
て
、
太
陽
を
ま
と

も
に
当
た
る
か
ら
暑
さ
に
注
意
し
よ
う
。」 

         

、 

  

ゆ
っ
く
り
と
一
歩
一
歩
登
る
こ
と
30
分
、

2022
年
K

Y

T
登
山 

と
ざ 
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下
界
の
眺
め
に
疲
れ
も
忘
れ
、 

            

遠
く
に
伯
耆
大
山
が
み
え
る
。 

途
中
、
明
治
31
年
陸
軍
の
軍
馬
育
成
場
の

土
塁
の
遺
跡
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

           

あ
と
少
し
と
思
い
な
が
ら
、
全
く
日
陰
が

な
い
道
を
「
ま
だ
か
、
ま
だ
か
。
」
と
、 

              

登
っ
て
い
く
。 

 

雪
の
よ
う
な
白
い
岩
肌
の
大
山
を
見
な

が
ら
、
登
っ
て
い
く
。 

           

   

今
日
に
限
っ
て
、
真
夏
日
の
よ
う
な
暑
さ

の
中
、
少
し
の
陰
で
休
憩
を
取
り
、 

           

 

へ
と
へ
と
に
な
り
な
が
ら
、
道
ば
た
の
小

さ
な
一
輪
の
花
に
元
気
を
も
ら
っ
て
、 

           

              

脚
を
進
め
る
。
10
時
3
分
、
頂
上
に
到
着
。 

           

こ
こ
か
ら
の
雄
大
な
羨
望
に
息
を
の
む
。 
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山
頂
に
は
麓
の
白
髪
部
落
の
人
達
に
よ

っ
て
祀
ら
れ
て
い
る
豊
年
様
の
石
祠
が
た

っ
て
い
た
。
明
治
5
年
豊
受
大
神
を
祀
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
石
を
誰
が
持
っ

て
登
っ
て
き
た
の
か
と
・
・
・
。 

          

                

秋
を
感
じ
る
山
頂
の
景
色
を
惜
し
み
な

が
ら
、 

           

 

夏
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
下
山
に
向
か
う
。 

    

 

       

右
足
鳥
取
県
、
左
足
岡
山
県
、
県
境
の
尾

根
の
道
を
ひ
た
す
ら
日
陰
の
無
い
下
り
坂

を
一
歩
一
歩
踏
み
出
す
の
も
危
な
い
道
を

下
る
。 

           

 

陰
に
入
る
と
道
も
ぬ
か
る
ん
で
い
る
の

で
会
員
の
ひ
と
り
が
滑
っ
て
転
ん
で
ス
ト

ッ
ク
を
折
っ
た
。 

           

滑
り
や
す
い
危
険
な
道
を
下
っ
て
い
く

と
、
私
も
滑
っ
て
し
ま
っ
た
。
KYT
の
勉
強
に

な
っ
た
。
背
負
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に
は
、

弁
当
が
あ
り
折
角
持
っ
て
き
た
弁
当
を

少
々
早
い
が
１１
時
６
分
に
三
平
山
朝
鍋
鷲

ヶ
山
林
道
の
三
差
路
の
と
こ
ろ
で
昼
食
に

す
る
。 
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こ
こ
が
、
穴
ヶ
乢
。
リ
ュ
ッ
ク
の
中
が
軽

く
な
り
耐
力
も
少
し
は
元
に
な
り
さ
あ
!

出
発
。 

ス
ギ
林
の
中
を
下
山
。 

           

林
の
中
は
気
持
ち
が
よ
く
足
が
進
む
。
１１

時
４３
分
、 

           

林
道
に
出
る
。 

歩
く
こ
と
少
々
、
登
り
始
め
た
登
山
口
に

戻
り
、
あ
と
車
ま
で
少
し
と
林
道
を
歩
く
。 

           
も
う
へ
と
へ
と
だ
。
１２
時
９
分
、
駐
車
場

に
着
く
。 

           

え
っ
! 

昼
過
ぎ
、
こ
れ
で
は
重
い
弁
当

の
入
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
は
下
に
置
い
て
て

も
・
・
・
。
出
発
前
の
道
の
駅
の
前
に
蒜
山

そ
ば
屋
も
あ
っ
た
し
な
ぁ
、
と
思
い
な
が
ら

帰
路
に
つ
く
。 

   

。 

               

帰
り
道
、
下
か
ら
見
た
三
平
山
を
顧
み
て

今
回
の
登
山
を
終
え
た
。
や
は
り
、
下
山
を

し
て
み
る
と
我
な
が
ら
満
足
で
す
。 

往
復
歩
数

11698
歩
、
完
走
。 

10
月
1
日
と
言
う
こ
と
も
あ
っ
て
小
中

学
校
の
行
事
と
重
な
り
子
ど
も
の
参
加
が

な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
す
が
、
是
非
来
年

度
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

     

令
和
4
年
10
月
29
日(

土)

～
31
日(

日)

長
野
県
長
野
市
芸
術
館
に
て
第
55
回
子
ど

も
会
育
成
中
央
会
議
・
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

        

 

こ
の
度
、
岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
に
永

年
ご
尽
力
頂
い
た
か
ら
赤
澤
正
基
前
会
長

に
全
国
子
ど
も
会
会
長
美
田
耕
一
郎
よ
り

感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

        全
国
子
ど
も
大
会
育
成
中
央
会
議 

・
研
究
大
会 
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ま
た
、
津
山
市
子
ど
も
会
連
合
会
の
安
藤

彰
英
氏
に
永
年
に
わ
た
り
子
ど
も
会
の
指

導
者
育
成
者
と
し
て
明
日
に
生
き
る
日
本

の
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
を
た
た
え
表
彰
状
お
よ
び
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
佐
代
子
夫
人

に
全
国
子
ど
も
会
会
長
よ
り
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

           

日
程
は
左
記
の
通
り
で
し
た
。 

一
日
目 

開
会
式
・
表
彰
式
・
記
念
講
演 

 
 
 
 

(

長
野
市
芸
術
館) 

二
日
目 

分
散
会(

長
野
市
生
涯
学
習
セ 

 

ン
タ
ーT

O
iG

O
)

・
閉
会
式(

長
野
市
芸
術
館) 

三
日
目 

視
察
・
分
散
会
ま
と
め 

岡
山
県
か
ら
の
参
加
の
み
な
さ
ん
、
ご
苦

労
様
で
し
た
。 

  

                  

 

令
和
4
年
10
月
18
日
、
自
民
党
党
本
部
に

於
い
て
議
題
に
沿
っ
た
設
立
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
の
出
席
者
政
策
局

長
藤
江
陽
子
氏
を
は
じ
め6

名
の
主
席
者
の

下
、
衆
議
院
議
員
今
枝
宗
一
郎
氏
の
司
会
に

よ
り
発
起
人
代
表
の
衆
議
院
議
員
遠
藤
利

明
氏
の
挨
拶
に
始
ま
り
我
々
が
懸
念
し
て

い
る
子
ど
も
会
活
動
の
衰
退
に
国
会
議
員

の
皆
様
方
が
国
を
挙
げ
て
動
き
出
し
て
頂

い
た
よ
う
で
す
。
こ
こ
に
設
立
趣
意
書
を
記

載
し
ま
す
。 

 

設
立
趣
意
書 

 

「
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
」
は
、
昭
和
39
年

に
発
足
し
1980
年
代
に
は
800
万
人
を
超
え
、

半
生
記
以
上
に
わ
た
り
、
子
ど
も
の
体
験
活

動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
て
初
め
て
属
す
る
自
治
組
織
で
あ

る
子
ど
も
会
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
入

り
口
で
あ
り
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
100
歳
ま
で
が
属

し
て
い
る
日
本
最
大
の
異
年
齢
自
治
組
織

で
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会
等
に

属
す
る
社
会
教
育
主
事
の
存
在
に
よ
り
、
会

勢
は
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近
年

の
大
規
模
市
町
村
合
併
や
、
行
政
改
革
に
伴

う
社
会
教
育
主
事
の
減
員
も
あ
り
、
令
和
2

年
度
末
に
は
会
員
数
が
275
万
人
ま
で
減
少

し
ま
し
た
。
子
ど
も
会
の
存
続
は
危
機
的
状

態
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
子
ど
も
に
と
っ

て
大
切
な
体
験
活
動
の
機
会
が
消
滅
し
ま

す
。 

 
こ
の
状
況
を
打
破
し
、
子
ど
も
の
体
験
活

動
の
場
で
あ
り
、
か
つ
異
年
齢
集
団
に
よ
る

地
域
活
動
で
あ
る
子
ど
も
会
を
活
性
化
さ

せ
、
日
本
中
の
子
ど
も
た
ち
の
真
の
成
長
と

し
あ
わ
せ
を
追
求
す
る
事
を
通
じ
て
、
子
ど

も
の
成
長
と
子
育
て
支
援
の
環
境
整
備
を
、

支
援
・
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

令
和
4
年
10
月
吉
日 

 

発
起
人
代
表 

遠
藤
利
明 

発
起
人(

あ
い
う
え
お
順) 

逢
沢
一
郎 

赤
澤
亮
正 

稲
田
朋
美 

猪

口
邦
子 

今
枝
宗
一
郎 

上
野
通
子 

大

野
敬
太
郎 

小
野
寺
五
典 

小
渕
優
子 

加
藤
勝
信 

上
川
陽
子 

柴
山
昌
彦 

末

松
信
介 

田
村
憲
久 

中
曽
根
弘
文 

中

山
展
宏 

丹
羽
秀
樹 

荻
生
田
光
一 

橋

本
岳 

鳩
山
二
郎 

林
芳
正 

星
野
剛
士 

三
原
じ
ゅ
ん
子 

宮
路
拓
馬 

山
口
俊
一 

山
本
順
三 

和
田
義
明 

あ
と
が
き 

長
期
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
行
事
の
開
催
、

活
動
も
自
粛
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
ま
な
ら

ぬ
日
々
か
続
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

各
子
ど
も
会
が
感
染
予
防
対
策
を
し
な
が

ら
の
活
動
と
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

広
報
部 

 
 
 
 

部
長 

 

石
黒
誠 

 
 
 
 

副
部
長 

中
谷
昌
明 

 
 
 
 

部
員 

 

米
戸
巴 

 
 
 
 

〃 
 
 

広
畑
基 

 
 
 
 

〃 
 
 

齋
藤
靖
知 

 

〃 
 
 

河
本
一
二 

 
 
 
 

〃 
 
 

安
藤
彰
英 

 

〃 
 
 

河
原
素 

 
 
 
 

〃 
 
 

岩
本
浩
美 

「
子
ど
も
の
体
験
活
動
に
よ
る

成
長
・
子
育
て
を
支
援
・
推
進

す
る
議
員
連
盟
」
設
立
総
会 


